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常任総務委員会要点記録 

 

○開会日時 令和３年３月１１日（木） 午前１０時 

○場  所 伊東市役所第２委員会室 

○出席委員 ７名 

      １ 番  宮 﨑 雅 薫 君   ２ 番  長 沢   正 君  

      ３ 番  大 川 勝 弘 君   ４ 番  四 宮 和 彦 君  

      ５ 番  重 岡 秀 子 君   ６ 番  浅 田 良 弘 君  

      ７ 番  石 島 茂 雄 君 

○出席議員 １１名 

      議 長  佐 山   正 君   副議長  中 島 弘 道 君 

      議 員  田久保 眞 紀 君   議 員  鈴 木 絢 子 君 

       〃   杉 本 一 彦 君    〃   佐 藤 龍 彦 君 

       〃   仲 田 佳 正 君    〃   青 木 敬 博 君 

       〃   杉 本 憲 也 君    〃   篠 原 峰 子 君 

       〃   佐 藤   周 君 

       

○説明のため出席した者 ３０名 

副     市     長   若 山   克 君 

           〃         中 村 一 人 君 

     企 画 部 長   杉 本   仁 君 

     同 企 画 課 長   小 川 真 弘 君 

     同企画課政策推進担当課長   池 谷 伸 弘 君 

     同 秘 書 課 長   佐 藤 文 彦 君 

     同 情 報 政 策 課 長   稲 葉 信 洋 君 

     理 事   奥 山 貴 弘 君 

     危機管理部長兼危機管理監   近 持 剛 史 君 

     同危機対策課長兼危機管理監代理   吉 﨑 恭 之 君 

     総 務 部 長   浜 野 義 則 君 

     同庶務課長兼選挙管理委員会事務局長   小 川 直 克 君 

     同 財 政 課 長   木 村 光 男 君 

     同 課 税 課 長   萩 原 智世子 君 
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     同 収 納 課 長   渡 辺 拓 哉 君 

     市 民 部 長   三 好 尚 美 君 

     同 市 民 課 長   大 川 雄 司 君 

     同 環 境 課 長   小 澤   剛 君 

     同 保 険 年 金 課 長   肥 田 耕 次 君 

     健 康 福 祉 部 長   松 下 義 己 君 

     同 健 康 推 進 課 長   大 川 貴 生 君 

     観 光 経 済 部 長   西 川 豪 紀 君 

     建 設 部 長   石 井 裕 介 君 

     建 設 部 次 長   高 田 郁 雄 君 

     会 計 管 理 者 兼 会 計 課 長   鈴 木 惠美子 君 

     上 下 水 道 部 長   大 川   毅 君 

     同 下 水 道 課 長   村 上 千 明 君 

     教育委員会事務局教育部長   岸   弘 美 君 

     同 次 長 兼 教 育 総 務 課 長   相 澤 和 夫 君 

     監 査 委 員 事 務 局 長   富 岡   勝 君 

○出席議会事務局職員 ３名 

       局  長  冨 士 一 成    局長補佐  森 田 洋 一 

       主  事  山 田 拓 己 

○会議に付した事件 

１ 市議第６０号 伊東市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する等の条例  

２ 市議第６２号 伊東市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

３ 市議第６３号 所得税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例 

４ 市議第８１号 伊東市新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に対する傷病手当

金の支給に関する条例の一部を改正する条例 

５ 市議第７３号 令和３年度伊東市国民健康保険事業特別会計予算 

６ 市議第７４号 令和３年度伊東市土地取得特別会計予算  

７ 市議第７５号 令和３年度伊東市霊園事業特別会計予算 

８ 市議第７７号 令和３年度伊東市後期高齢者医療特別会計予算 

９ 市議第７１号 令和３年度伊東市一般会計予算所管部分 

10 令和３年度における常任総務委員会所管事務調査の継続調査について  
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○会議の経過概要 

○委員長（四宮和彦君）開会する。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）この際、お諮りする。付託議案の説明は既に本会議において終了してい

るので、委員会における説明は省略したいと思う。これに異議ないか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）異議なしと認め、さよう決定した。  

 この際、申し上げる。審査に当たっては、議題に対する質疑は簡潔に、議題から外れないよ

うにお願いする。あわせて、審議の進行が円滑に進むよう、具体的に何ページの何の事業につ

いてなどの一言を添えていただくよう協力をお願いする。  

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第１、市議第６０号 伊東市一般職の職員の給与に関する条例の一

部を改正する等の条例を議題とする。 

 直ちに質疑に入る。発言を許す。  

○１番（宮﨑雅薫君）参考書の１ページから８ページまでの関係で、説明では調理員、清掃員の

賃金等ということであった。３ページから８ページまでに職務の級と号給があり、１級から５

級まで８ページに書かれている。その辺の基準となる職務というのは具体的に年数で上がって

いくものなのか。一般職と違って、係長、課長補佐、課長という職務がない。その辺のところ

の基準を考えると、この等級の１から５の内容というのはどのように判断していくのか。号給

が１から１３７までと非常に多段階にわたっているが、使用する可能性はあるのか。なぜそこ

までの号給を定めなくてはいけないのかということで、まず、この２点をお伺いする。 

○秘書課長（佐藤文彦君）まず、１点目の職務の昇格の基準であるが、今回、技能労務職に対す

る職務表の基準を上げさせていただいた。こちらは一般職についても定めてあるところであり、

国においても、こちらの職務で定めている。実際には、一般職もそうであるが、規則のほうで

１級には在級何年、２級には在級何年という形で定めており、今回も技能労務職については一

般職と同様の形で、例えば一般職の場合、５年在級しなければならないという形であるので、

そういった規則で定めて昇格させていただくとともに、実際、一般職のほうも、こういった定

型的な業務という形で定めている。また、技能労務職も規則のほうで、例えば１級であったら

用務員であるとか、作業員とか、美化員というものを明記するような形で考えているところで

ある。具体的に１級、２級は用務員とか、平の技能労務職の方、３級、４級については主任の

方、５級に関しては主幹級の方を想定しているところである。 

 もう１点の給料表は一番後ろが１３７号までということであるが、こちらも国の行政職給料



 - 4 - 

表（二）という様式をそのまま活用させていただいているところであり、先ほど言った在級年

数を１級には何年、２級には何年という形でやると、実際、我々伊東市が想定しているところ

では１３７まではいかないような形であるが、今後、どのようなことがあっても対応できるよ

うな形で、実際には使わないが、国の行政職給料表（二）をそのまま使わせていただいたとこ

ろである。 

○１番（宮﨑雅薫君）主任であるとか主幹であるということで、１級、２級の場合は経験年数と

いうことで昇給すると。年数であって、本人の技能は国家試験みたいな資格とは全然関係ない

のか。そういう基準であるということか。 

○秘書課長（佐藤文彦君）説明が足りなくて申し訳なかった。当然、在級年数というのもあるが、

勤務成績がよくなければ昇格はない。例えば４級に上がるにしても昇格の研修があって、そこ

で良好な成績を収めなければ上の級に上がらないということになっているので、ただ、いるだ

けで上がっていくということはない。  

○１番（宮﨑雅薫君）今現在、よく言われているのは、同一労働の場合は同一賃金じゃないかと

いう給与制度もよくうたわれているが、その辺への配慮は何かあるのか。 

○秘書課長（佐藤文彦君）同一労働同一賃金ということは、今回、給料表を分けたところにもつ

ながるが、それぞれの職種に対して給料表を設定していくというのが国のほうの流れでもあり、

伊東市にとっても、そのような方針から、今回、技能労務職の行政職給料表（二）の導入に至

ったわけであるので、その職種において技能を高めて経験を積んでいけば、当然、上に上がっ

ていくという理解で今回の条例改正の目的とさせていただいた。  

○３番（大川勝弘君）まず、議場での質疑への答弁の中で、平均５２歳で、以前は３７万９，９

００円から、今回の改正によって３５万６，５００円あたりまで下がるという説明があったが、

今回、下がりの幅が結構大きいというところで、まず、そうなったことの理由の確認が１つ。 

 あと技能労務の方々の給料になるので、専門性をどこまで配慮されるのか。例えば定年後に

用務員さんになられた方は、号給としてはどこら辺から始まるのかとか、年齢とか、そういっ

た今までの経験が、一から始まると、新卒の初めから始まるような形になると思うが、そのあ

たりの考慮というのはどうなっているのか、ご説明いただけるとありがたい。  

○秘書課長（佐藤文彦君）まず、議場で説明させていただいた平均年齢で現行のものと比べると

大体２万３，４００円ぐらい下がるということについてであるが、新しい給料表は、あくまで

国で使っているものをそのまま使った場合の試算である。それは現実的に今現在の給料表と比

較した結果であるので、今の給料がそのぐらいの水準にある。２万幾ら下がる水準であり、こ

の給料表を使って、将来定年になった方の給料であるが、こちらも一番下段のところに再任用

職員という形で、例えば１級に該当するなら１９万３，６００円というものがベースになって
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支給されるという形のつくりになっている。  

○５番（重岡秀子君）今の大川議員の質疑に関連するが、私が議場で聞いたときに、そのような

平均賃金ということでお聞きしたが、ホームページに給与等の見直しに向けた取組方針という

のがあって、非常に分かりやすい説明がされていた。これを見ると、職員をずっと採用してこ

なかったので平均年齢が高い。４０歳未満の人はいないということで、だから、平均年齢が５

２歳ぐらいになるのかなと思ったが、新しい給料表のほうを見ると、号俸が上がっても最大で

３５万８，４００円にしかならないという見方でいいのかどうか。先ほど大川議員も言ってく

れた数字であるが、３５万６，５００円、５２．５歳でというのは、それ以上、ほとんど給料

が上がらないということか。最大でも３５万８，４００円しかいかないとなると、もうちょっ

と低くなるのではないかと思ったが、その辺はいかがか。  

○秘書課長（佐藤文彦君）重岡議員のおっしゃるとおり、５級のところの３５万８，４００円が

この給料表の最大であるので、それ以上いくことはない。あくまでも議場で申した３５万６，

５００円というのは、そちらの平均という形で私どもが試算した金額である。  

○５番（重岡秀子君）分かった。議案のほうで分かりにくかったが、１１ページからついている

のは現行と考えていいのか。この辺の見方がよく分からなかった。一番上に第２条、単純な労

務に雇用される職員の給与に関する条例は廃止するとある。そうすると、今までの説明をお聞

きすると、一般職の給料表をそのまま使って、ただし、技能労務職というのは給料表の中でも

多少の違いがあったのか。給料表は同じであるが、規則で決められたところに違いがあったの

かどうか。その辺、ちょっと説明してほしい。 

○秘書課長（佐藤文彦君）実際に技能労務職の方については、今回廃止する単純な労務に雇用さ

れる職員の給与に関する条例で定められており、その条例のほうで一般職の給料を準用すると

いう形でやっているので、実際にはまるっきり一般職の職員の給料と同じと理解していただい

て結構である。 

 １１ページからの３級、４級という表は、現在いる技能労務職員の方たちの現給保障の観点

から、そちらの方については、今までの給料表に読み替えるという形でこちらの附則をつけさ

せていただいた。あくまでも前段の５ページから１０ページまでの給料表というのは、今後採

用する技能労務職員の方に対する給料表の適用になる。  

○５番（重岡秀子君）後ろの表の意味も分かったが、ホームページに載っていた文書によると、

国のほうから平成１９年７月に技能労務職員の給与が一般企業の技能労務職員より高いんじゃ

ないかといって、国から、見直しをするような指導があって、それに対して、伊東市はここま

でそれをやってこなかったということでいいのかということか。今、技能労務職に対して行政

職給料表（二）を使っているというのは、県内じゃなくてもいいが、他市の状況でどうか。か



 - 6 - 

なり多いのか。 

○秘書課長（佐藤文彦君）まず、こちらのホームページに書いてある取組方針は、１９年から勧

告があったが、今回、行政職給料表（二）の給料表を提案させていただくわけで、実際、やっ

てなかったといえばやってなかった。でも、技能労務職だけではなく、給料の見直しについて

は、これまでも継続的に取り組んできたと認識しているところである。  

 他市の技能労務職の状況については、どこがやっている、やっていないというのは資料を持

ち合わせていない。やっているところも、やっていないところもあるし、なおかつ、国の行政

職給料表（二）をそのまま使っているのではなくて、それをちょっとカスタマイズしていると

ころもあることはある。独自、国基準、全くそのまま、それをミックスさせたところという形

で全国的にはやられているところがある。ただ、伊東市については、国のほうの基準をやって

いくということで今回提案させていただいたところである。 

○５番（重岡秀子君）分かった。現実的にはさっきの年齢構成からいって、退職不補充みたいな

形で来たので、どんどん人が減って、これから退職者が出る中で給食の調理員とか清掃の職員

が足りなくなってきてしまうというぎりぎりのところまで来ているのではないかと思うが、議

場のほうでは、予定として、まず保育園の給食の調理員などを採用するということがあった。

来年度は、令和３年度に募集をかけて、４年度には給食の調理員さんを採用するとか、そのよ

うな説明があったかと思うが、その辺の予定はあるか。それから、清掃のほうも、せっかくふ

れあい収集なんかも始めている中でどんどん減ってしまうと、その辺も心配であるが、これか

らの採用の大まかな予定があれば教えていただきたい。 

○秘書課長（佐藤文彦君）今回の条例を提案する趣旨というのは、採用に向けてということで提

案させていただいているところであり、来年度には採用試験を実施して、必要なところには必

要な配置をしていきたいと考えている。議場で説明したとおり、喫緊には保育園の調理員、ま

た清掃のほうも委託するということもあるが、その辺も踏まえて採用を考えていく予定である。  

○５番（重岡秀子君）最後に、私は見直しをしたのが悪いと言っているのではなくて、技能労務

職という言い方はいいが、単純な労務という言葉が若干気になるところであった。こちらのほ

うが公務員としてのちゃんとした正規の雇用であるので、会計年度任用職員を雇うことでやっ

てきたということに比べればいいのではないかとは思うが、やはり生涯賃金だと、かなりの格

差が出るのではないかと思う。ごく一般的な生涯賃金について、その辺は計算されているか。  

○秘書課長（佐藤文彦君）単純な労務の職員という、今までの条例は確かに言葉的にどうかなと

私も個人的に思っていた。生涯賃金の影響額であるが、１８歳で採用されて６０歳で退職する

と仮定すると、現行でいった場合は大体１，９００万円ぐらい影響してくると試算している。 

○企画部長（杉本 仁君）議員ご指摘の平成１９年に総務省から通達があったところ、見直しを
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進めてこなかったのかということであるが、伊東市の場合、平成１１年度から技能労務職を採

用していなかった。新たに採用するとすれば、新たな給料表を当然入れていくような形で考え

ていたが、その間、公共経営改革大綱の中で定員管理を含めて、ご案内のとおり、技能労務職

は採用してこなかったことから、今回、調理員をはじめ採用が必要と感じていることから、こ

の条例を提出させていただいて審議していただいているところである。  

○５番（重岡秀子君）一つだけ、これに関連するのでこの場で聞いておきたい。今まで、公務員

の数を減らすという指導がずっと国のほうからされてきた。伊東市でも行革大綱で計画が出さ

れている。今回の技能労務者の賃金にも関わるが、そういうことは市独自で考えられるのか、

それともかなり国や県の指導があって何かペナルティーがあるのか、その辺だけ聞いておきた

い。全く市独自の考えということでよいのか。 

○企画部長（杉本 仁君）定員について、国の技術的指導はあろうかと思うが、直接にペナルテ

ィーがあるわけではない。しかし、全体的な国の方針として、アウトソーシングできるものは

アウトソーシングする、また、国としては小さな政府、地方公共団体は民間にシフトできるも

のは民間にシフトするということで技術的な指導を受けているのは事実である。  

 伊東市においてもそのような形で計画を進めてきたが、昨今の行政需要の多さや、また、保

育園の調理を市営で行っていくのは市民の皆様の要望でもあるし、保育園職場の要望でもある。

また、清掃については、委員ご指摘のとおり、ふれあい収集を市直営でやっていく。また、災

害があったときに、市直営の職員がいなければ、清掃業務、瓦礫の収集も民間に全てお願いす

るのはなかなか難しいのではないかということを勘案し、この行政職給料表（二）を取り入れ

て、技能労務職を採用していきたいというのが目的である。 

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  

○５番（重岡秀子君）気持ち的には非常に反対したい気持ちである。保育園の給食は、例えばゼ

ロ歳児などでは、本当にその子、その子に合わせた離乳食を作らなければならないということ

もある。他市では保育園でも民間のセンターのようなところで作った給食を出しているところ

もあるので、伊東市が調理員をきちんと公務員として保育園に配置するのはすごく重要なこと

だと思う。ごみ収集も、ほとんど委託しているまちもある中で、やはり公務員を残していこう

という姿勢はすごく重要なことだと思う。 

 私は、本当は基本的には同じ給料表でやるべきと考えるが、今回、いろいろな予算の審議の

中で、必要な予算も切らなければならなかったり、非常に厳しい経済状況にあると思うので、
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今回このことについては賛成したいと思うが、今後、技能労務職については、会計年度任用職

員ではなくて、きちんと正規で雇用していただきたい。 

○１番（宮﨑雅薫君）人件費の支出というのは予算の中でも非常に大きなウエートを占めていて、

給与体系の見直しは行政課題として非常に重要である。将来の採用に向けての改正ということ

で、今まで私も議場で何回も言っているが、公務員には、職務給の原則、均衡の原則、条例主

義の原則など、いろいろな制約がある。非常に大きな難しい課題であると思うが、人件費はな

るたけ抑制してほしい。もう一つは、国に準じなくてはいけない法律遵守といったものもある

が、ここまで複雑な給料表が必要なのか、もう少し簡便なものも市独自で研究されたほうがい

いのではないか。そういう意見を付して賛成とする。 

○委員長（四宮和彦君）ほかに討論はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。 

 これより採決する。市議第６０号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。 

                ━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（四宮和彦君）日程第２、市議第６２号 伊東市国民健康保険税条例の一部を改正する

条例を議題とする。 

 直ちに質疑に入る。発言を許す。  

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。  

 これより採決する。市議第６２号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。 

                ━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（四宮和彦君）日程第３、市議第６３号 所得税法等の一部を改正する法律の施行に伴

う関係条例の整備に関する条例を議題とする。 
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 直ちに質疑に入る。発言を許す。  

○５番（重岡秀子君）所得税法等の一部を改正する法律はすごく幅が広くて、一つ一つ吟味でき

なかった。例えば改正の概要の中で延滞金の割合の特例とか、この改正によって市民に影響す

るものはあるのか、ただ用語を変えたということで関係条例の整備だけなのか、その辺につい

て聞きたい。 

○下水道課長（村上千明君）今回の改正については、用語が、今まで「財務大臣が告示する割合」 

というような言い回しのものが、今回、「平均貸付割合」に変わった。ここが大きな変更点で、

延滞金の計算方法などには全く影響しないので、市民に影響するものはない。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。 

 これより採決する。市議第６３号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。 

                ━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（四宮和彦君）日程第４、市議第８１号 伊東市新型コロナウイルス感染症に感染した

被保険者等に対する傷病手当金の支給に関する条例の一部を改正する条例を議題とする。 

 直ちに質疑に入る。発言を許す。  

○５番（重岡秀子君）これは期間を延長するということで特に問題はないと思うが、こういうと

きに傷病手当が国保で出されるのは画期的というか、今までになかったことだと思う。伊東市

でもかなりの方が感染されて、病院に入院したり、重体になった方もいると思う。この前の質

疑では対象者はいないということだったが、その後、相談などはあったのか。 

○保険年金課長（肥田耕次君）昨日現在で給付はまだゼロである。相談はこれまでに７件あり、

うち４件は濃厚接触者で、陰性だった方―全く症状がなかった方で、あと事業主だったとい

うことで該当にならない方が４名、あと３名については、今現在、書類を出していただくのを

お待ちしている状況である。 

○１番（宮﨑雅薫君）今の傷病手当金の関係で、社会保険の関係だと、保険料の算定は月額の給

与で算定されている。国保の場合、前年の所得金額であるが、月ごとのそういうものはどうい
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う形で算定しているのか。 

○保険年金課長（肥田耕次君）一応こちらの傷病手当金の規定で、前３か月の給料の平均を出し

ていただき、勤務日数で割って単価を計算する。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。 

 これより討論に入る。発言を許す。  

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。  

 これより採決する。市議第８１号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。 

                ━━━━━━━━━━━━ 

○委員長（四宮和彦君）日程第５、市議第７３号 令和３年度伊東市国民健康保険事業特別会計

予算を議題とする。 

 直ちに質疑に入る。質疑は全般について行う。発言を許す。 

○５番（重岡秀子君）説明書（その２）の８ページ、一番下の県支出金の県補助金で、保険者努

力支援分が少し増えているが、これはどういうものか、まず聞きたい。 

○保険年金課長（肥田耕次君）保険者努力支援制度は、平成３０年度以降の広域化に伴いつくら

れたもので、一番大きいところでは、最近では特定健診の受診率の高さとか、特定保健指導受

診率の高さ、あと収納率の高さで各市町が採点される。現在、最新では、介護予防と保健事業

の一体実施というので、健康寿命を上げるような新しい事業があるので、その実施などが点数

化されている。伊東市は県内でも平均以上に特定健診を受けているということもあるので、そ

ちらのほうでも増額が見込まれるということで、昨年度より増額している。 

○５番（重岡秀子君）その下の特別調整交付金分は減額で、その下の県繰入金はちょっと増額だ

が、その辺を簡単に説明してほしい。  

○保険年金課長（肥田耕次君）特別調整交付金自体は、昨年度が……。 

○委員長（四宮和彦君）暫時休憩する。 

                午前１０時３６分休憩 

                ─────────── 

                午前１０時３６分再開 
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○委員長（四宮和彦君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

 答弁を願う。 

○保険年金課長（肥田耕次君）特別調整交付金の市町村分みたいなものは、もともと国のほうで

あった部分なのだが、こちらの特別調整交付金については、保険者努力支援分を全国で増額す

ると国が方針を示したものである。当然予算は決まっているので、その分だけ下がってくると

いう形で、全体として保険者努力支援分のほうに反映したのを持っていかれている状態なので

下がっている。 

 それから、県の繰入金に関して増えているのは、平成のときに国から県の繰入れになったと

きの名残の分の県繰入金がそのまま県の繰入金になったが、その中で事業評価という形でされ

ている。やはり県の評価のほうである特定健診で５００万円程度、あと伊東市のほうで医療費

通知を細かく出すことによって、医療費控除などにも利用しやすくしているという努力が認め

られ、そちらのほうで３００万円程度、あと最終的に県の予算で残った分を案分比率する際に、

所得水準とか高齢化水準を見ながら案分するので、その辺で、加入者の高齢化率なども高く、

所得水準もあまり高くないので、その辺で多少の増額が８００万円ぐらいあるので、そちらの

ほうの増額を含めて増えている。  

○５番（重岡秀子君）同じページのその上の国庫支出金で、災害臨時特例補助金が７万円になっ

ている。これはこの前の補正で説明があって、多分コロナの関係で前年度は多くなっていたの

ではないかと思う。当初７万円という数字にした理由と、今後、コロナの影響により補正など

で入ってくるような性格のものなのか。  

○保険年金課長（肥田耕次君）災害臨時特例補助金に関しては、東日本大震災の後、福島県の原

発事故の避難者の方の保険料と医療費を全て無料にし、その際の支出については国が補塡する

ということで、２０１２年度以降、毎年計上している。下がったのは、社会保障番号制度で、

この３月からマイナンバーカードを保険証として使えるということで、下のほうがゼロになっ

ているが、２００万円ぐらいあったシステム改修の費用が減ったので大きく減っている。 

 今後、コロナの影響で補正が増えるかというのは、今のところ通知等はないので、今のとこ

ろないと答弁させていただく。 

○５番（重岡秀子君）もう１点だけ。１１ページで一般会計からの繰入れはほぼ横ばいだが、基

金の繰入れで何とか値上げを抑えるという説明があったと思う。基金の繰入れは３年間ぐらい

を見てもだんだん増えている。これは決算のときにまた積立てをするとかなんとか、そうやっ

て回していくということで、当面はこの基金は大丈夫なのか、その辺の見通しについて聞きた

い。 

○保険年金課長（肥田耕次君）現状は基金が１４億円強あるが、今回、令和２年度の決算で約７，
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０００万円の基金を繰り出す。そうすると、まだそれでも約１３億５，０００万円基金が残る。

今回、保険税の税率の据え置きと、県の計算がコロナの所得減を反映しない計算になっている

ので、私どものほうではちゃんと所得が当然落ちるだろうと見越して予算を立てている。その

差などがあり、今回、約２億９，０００万円余の基金繰入れとなった。そこから引いてもまだ

約１０億円、令和３年度が終わった時点で、現段階での話だが残っているので、少しずつ残し

ておいて、上げる幅を小さくするとか考えたいが、そういうものはまたいろいろなところで、

国保運営協議会もあるので、そういうところでも協議してもらいながら方針を決めていきたい

と思っている。 

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。  

 これより採決する。市議第７３号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よってさよう決定した。  

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第６、市議第７４号 令和３年度伊東市土地取得特別会計予算を議

題とする。 

 直ちに質疑に入る。質疑は全般について行う。発言を許す。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。  

 これより採決する。市議第７４号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。  

                ━━━━━━━━━━━━                



 - 13 - 

○委員長（四宮和彦君）日程第７、市議第７５号 令和３年度伊東市霊園事業特別会計予算を議

題とする。 

 直ちに質疑に入る。質疑は全般について行う。発言を許す。  

○６番（浅田良弘君）１０ページ、第３期計画実施設計ということで、令和２年、当該年度にお

いては第３期計画基本設計ということで、いよいよ実施設計に進む。この実施設計の主な概要

を聞かせていただけるか。 

○市民課長（大川雄司君）実施設計の主な内容であるが、今年度の基本設計を受け、合葬施設の

建設、ロータリーから上の北側の場内通路、この辺りの整備、そして駐車スペースを併せて整

備する。 

○６番（浅田良弘君）今回の墓石となる区画の整備は行わないということで理解していいか。  

○市民課長（大川雄司君）当初計画にあったのは、普通墓所２区画が残されていたが、そちらは

建設せずに合葬墓のほうを建設することになっている。 

○５番（重岡秀子君）今まで説明があったかもしれないが、合葬というイメージが湧かないので、

大体どんな感じか。何か建物なのか、説明をしていただきたい。  

○市民課長（大川雄司君）合葬の形は、今回の基本設計で石碑というか、そのようなものを造り、

その中に、パウダー状にしたお骨を袋等に入れて収納する。そういうものを今考えている。 

○５番（重岡秀子君）そうすると、早い話が、これは市民からの要望などもあったのかと思うが、

これを作ろうという目的みたいなこと。それから、当然、経費も安く埋葬したいというときに、

今までの１区画を買うよりはかなり安くできるということでいいのか。 

○市民課長（大川雄司君）これまで、令和元年度に市民アンケートを行い、その際にお墓に対す

る意識を伺った。従来の形ももちろん求められているが、今後、子供などへの負担を考えたり、

もしくは子供が遠くにいて自分の墓を守る方がいないということもあり、どのような墓を望ん

でいるかというアンケートの答えの中に合葬型があったので、今回そちらを建設することとな

った。従来のものが１０％も回答の中になく、合葬型が３０％ぐらいあり、樹木葬も３０％ぐ

らいあった。樹木はちょっと、高地なので、石碑の形のものがよかろうという判断で今回この

形になった。 

金額は、今、使用料としては４３万円をいただいているが、それよりは安くなると思う。た

だ、具体的な数字は、近隣の状況、建設費を見た中で決定していきたいと考えている。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  
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               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。 

 これより採決する。 

 市議第７４号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。  

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第８、市議第７７号 令和３年度伊東市後期高齢者医療特別会計予

算を議題とする。 

 直ちに質疑に入る。質疑は全般について行う。発言を許す。 

○５番（重岡秀子君）歳入の５ページ、６ページで伺う。一番上の保険料で、後期高齢者医療保

険料が前年比で１，４０９万４，０００円増になっている。これは高齢化の影響が大きいと思

うが、もし数で分かれば、保険料を払う人数などに変化があればお願いしたい。その中に滞納

繰越分８２３万円とあるが、普通は年金から後期高齢者医療保険料は天引きすると思う。滞納

があるというのは、年金から引くことができないぐらいの年金額で、普通徴収でやっているの

ではないかと思うが、その割合なども数が分かれば教えてほしい。 

○保険年金課長（肥田耕次君）基本的にこちらは保険料負担金という形で、広域連合のほうで全

て計算してくるものであるから、私どものほうで出てくるのは、短期入所の総枠のうち、大体

伊東市がどれぐらいだよと、７割程度の人がどれぐらい、６割程度がと、別途これまでの統計

で数字を出していただいて、それで一応９億５，９７９万５，０００円という数字をこちらに

提示いただいている。やはりこうして単純に広域の資料を見ても、７５歳の加入者が増加する。

特に来年１月からは、団塊の世代と言われる方々が後期高齢に入る。２０２５年問題とまた言

われている、そこまで団塊の世代が全員後期高齢に行くまで、後期高齢の数が増えて医療費が

増大するということも勘案し、そこら辺の計算でこの１，４００万円ぐらいが伊東市では増え

ていくのではないかということである。  

滞納繰越分に関しては、こちらは市の滞納分だが、基本的に年金のほうで引くことになって

いるが、伊東市の１万人の中で０．５％とか０．６％ぐらいは年金額が少なくて、基本的に介

護保険があり、介護保険と後期の保険料が年金額の２分の１を超えたら後期のほうは引いては

いけない。そういうルールがある。  

あとは、まれなケースではあるが、介護はないが、後期の場合は、どうしても年金から引か

れたくないと思う方に関しては、口座から支払うという約束の下で口座振替にしている方もい

る。そういう方もほとんど納付しているが、まれに口座で落ちなかったというケースもある。 
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一番の滞納の理由になっているのは、やはり年金額が少なくて年金から引けない。それで納

付書を送っている方で納め切れていないという方がいることによるものである。後期高齢であ

ると、収納率は九十七、八％という数字が出ているので、滞納の率はそこまで高くないという

状況である。 

○６番（浅田良弘君）資料の１０ページになる。１点だけ教えていただきたい。一般管理費の１

２委託料で後期高齢者の健診委託料と人間ドック、これは令和２年度と比べて予算のほうが増

になっている。これは先ほど課長が言われるように、来年１月以降、後期高齢者の方々が増加

する。それに合わせた予算計上なのか。  

○健康推進課長（大川貴生君）後期高齢者の健康診査の件であるが、対象者数が増えることを見

越して健診の対象件数を令和２年度は４，２００人を想定しているが、令和３年度はおよそ４，

４００人ということで２００人プラスをしている。その分の増額となっている。次に、国保で

の人間ドックの件についても、対象者数が増えることによって、令和２年度は１００人を計上

していたが、令和３年度は１３０人を定数として、プラス３０人の増員をしているところによ

る増額になっている。 

○６番（浅田良弘君）４月以降の事業執行になるが、コロナ禍で実際に病院そのものが健診とか

人間ドックに対応できるのかとちょっと不安なところがある。この２年度についての実績を含

めて、３年度に関して何か対策というか、考えていることがあれば教えていただきたい。 

○健康推進課長（大川貴生君）まず、１点目の後期高齢者の健康診査の件は、委託は医師会の各

診療所にお願いをしている。期間が、通常６月１日から９月３０日まで、４月以降に後期高齢

に入った方については、１１月から１２月にかけて別途期間を設けてそこで受診をしていただ

くような形で勧奨をしている。 

対策等については、令和２年度は、本来６月から始める予定だったところが、そのときのコ

ロナの関係で６月からの開催ができず、７月から開催をするということで、１か月間期間が短

縮された。それによって、病院へ行くことを控えるという傾向もあり、受診者数は例年よりも

少なくなっており、１月現在で３，８７３人の方が検査を受けているということでこちらでは

把握している。来年度以降についても、やはり同じような対策は必要だろうということで、医

師会とも協議をしながら、なるべく平準化するような形で周知をしたりとか、要は一極集中し

ないような形の広報をしたりというのを努めていきたいと考えている。  

人間ドックについても医師会にお願いしている事業になる。最初はもう少し申込者数も１３

０人を超えているので、なるべく多くの方に受けていただきたい。あと、対象者も増えている

ということで、もう少し増員をしていきたいと思っている。そのような対策を講じる中で、受

入可能な人数ということで、まず３０人をプラスさせていただき、受け入れていただく。今後
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についても、対策を講じながらどこまで受け入れていただけるか調整を図りながら、できる限

り希望する方々が受けられるような体制を構築していきたいと考えている。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はあるか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。 

 これより採決する。 

 市議第７７号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手を求める。 

               〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）１０分間ほど休憩する。 

                午前１１時 １分休憩 

                ─────────── 

                午前１１時１１分再開 

○委員長（四宮和彦君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第９、市議第７１号 令和３年度伊東市一般会計予算所管部分を議

題とする。 

 直ちに質疑に入る。質疑は、まず歳出を各款ごとに、次に歳入、その他の順で行う。  

 まず歳出第１款議会費について質疑を行う。事項別明細書は５３ページからになる。発言を

許す。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 次に、第２款総務費のうち、第１項総務管理費第１１目住居表示整備費、第１７目地域応急

処理費、第１８目コミュニティ振興費及び第２０目健康保養地づくり推進費を除く部分につい

て質疑を行う。事項別明細書は５７ページからになる。発言を許す。 

○６番（浅田良弘君）説明書（その３）、３４ページ、研修経費であるが、令和２年度に比べ予

算が減額になっている。新規事業として、ハラスメント対策研修経費とおもてなしコンシェル

ジュ事業ということで、昨年までのコンプライアンス研修費は削減されている。ハラスメント
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対策研修とおもてなしコンシェルジュ事業はどういう研修を受けるのか。  

○秘書課長（佐藤文彦君）ハラスメント対策研修事業であるが、セクハラ、パワハラを防止する

ために、職員を対象にする研修である。おもてなしコンシェルジュ事業は、来庁者の皆さんを

お迎えする総合案内等について研修の一環として取り組み、おもてなしをする事業で、市民満

足の向上と職員のおもてなしの心の醸成を図る事業である。実際には新規採用職員、職員の接

遇に関することに取り組んでいる意識向上委員会のメンバーを中心に、入り口のところに職員

を配置して、そこで困っているようなお客さんがいたら、総合案内へご案内して、行きたいと

ころの課に案内するという、市民サービスの向上と職員のおもてなしの心を醸成する研修の一

環でやる事業である。 

○６番（浅田良弘君）玄関のところに立って、お困りの様子の方がいたら、その方を案内すると。

今ある総合案内とは違う形である。 

 ただ、気になるのは、何回も言っているが、市役所に入ってきて、１階のロビーで職員の方

に挨拶しても、職員によっては挨拶が返ってこないときがある。実際に研修を受けている方だ

けが対象ではなくて、こういう研修を受けた成果をほかの職員に情報提供するとか、会議の中

で話をすることについてはどうか。 

○秘書課長（佐藤文彦君）当然であるが、挨拶は基本だと思う。今回のコンシェルジュ事業につ

いても、そこに職員を配置するが、その間に接遇の研修を受けて、実際現場でおもてなしの心

と市民サービスの向上をやっていく。最終的には、今年で終わるのではなくて、おもてなしの

心を全職員に広げていくことをこの事業の目的としているので、継続的にやって、全ての職員

がおもてなしの心を持って、市民の皆さんをお迎えするものとしてやっていきたいと考えてい

る。 

○６番（浅田良弘君）まさしくＳＤＧｓである。継続的な事業としてぜひ進めていただきたいと

思う。 

 研修経費の中で、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会への派遣で、令和

２年度の予算より若干減額されている。ニュースとか新聞を読んでいると、東京オリンピック

は開催する方向とあるが、自治体としてあらかじめ知っておかなくてはいけない情報は、派遣

された方から上がってくるものなのか。  

○秘書課長（佐藤文彦君）伊東市から派遣しているので、職員から情報は来る。  

○６番（浅田良弘君）分かった。東京オリンピック・パラリンピックは、隣接する自治体で自転

車競技が開催される。東京オリンピック・パラリンピックの情報を的確に捉えて、海外からの

お客さんを呼ぶ、呼ばないの決定はまだないが、国内のお客さんが応援に来ることへの対応と

か、細かな、まさしく先ほど言ったおもてなしの対応が取れるような形をお願いしたい。 
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 ３５ページ、庁舎維持管理事業で、昨年も聞いたが、その他修繕料等は、令和３年度は前年

度から少し減額されている。何で減額になったのか。概要でいいが、どういう修繕をするのか。  

○庶務課長兼選挙管理委員会事務局長（小川直克君）その他の修繕について、前年と比べて１６

４万９，０００円ほど減額している。なぜ減額しているかは、今年度の予算編成については、

新型コロナウイルスの影響を受けて厳しいものになっている、このようになった状況を踏まえ

て、事業のほうを精査し、真に必要なものを優先的に修繕していくということとしているので、

決して修繕費用が下がっているということではなくて、優先順位を検討した上で精査を進めた

結果、このような数字になっている。 

どのようなところをやるのかは、例えば庁舎を運用するに当たって、電球や安定器が切れる、

ＬＥＤが切れることがあるので、そのような形のものの電気工事であるとか、空調の修繕、総

合防火設備の修繕、その他の設備として、例えば自動ドアとか、その他もろもろの関係すると

ころの不具合に対応して修繕をしている。 

○６番（浅田良弘君）分かった。修繕費なので、実際に何かが破損したようなところに対する経

費だと思う。 

その下の自動火災報知器設備更新工事は新規事業である。２，９００万円で、かなり大きな

額だと思うが、全庁にどのぐらいの火災報知器があるか。一般的な質問で申し訳ないが、火災

報知器は、一般的な家庭においてはリース等でやっているケースがあると思う。リースではで

きない機材なのかもしれないが、リースで取付更新をした場合とか、そういう試算的なことは

これまでやってきたことはあるか。 

○庶務課長兼選挙管理委員会事務局長（小川直克君）今回の自動火災報知器の件について、リー

スと比較検討したことはないが、例えば一昨年度、空調を入れるときとかリースで導入するこ

とも検討した。ただ、リースで導入すると、リース料率という形で毎年度の費用が発生してく

るので、その辺りの費用と現実に修繕する費用とを勘案して、財政当局と調整する中で、今回

については、リースではなく、当初からこういう形で更新しようということで対応している。 

○６番（浅田良弘君）分かった。 

 ３６ページ、市民参画推進事業は昨年より減額で、事業内容の説明の中で、いとう創造大賞

事業においては、採択された企画に対しての補助となっている。これは実際に補助金だけを出

すのか、補助金を出す以外の支援はあるのか。 

○企画課長（小川真弘君）基本的には補助金の支出になる。今回減額したのは、審査を１回取り

止め、提案がちょっと減っているので、提案しやすいような仕組み等、補助期間、補助率、事

業テーマを検討しながら、来年度以降の事業検討に結びつけていく形になっている。 

○６番（浅田良弘君）市民活動相談会であるが、相談に来る方はどういう相談内容なのか。  
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○企画課長（小川真弘君）それぞれいろいろな事情があるが、実績としては、新型コロナウイル

スの持続化給付金についての相談であったり、オンライン会議システムの活用であったり、団

体の法人化であったり、まちづくりにおいて様々な分野において相談されるケースがある。 

○６番（浅田良弘君）３７ページ、男女共同参画事業で、ここで事業費として計上してあるもの

が第３次のハーモニープランだと思うが、第３次ハーモニープランの基本計画はどういう趣旨

の基に策定を考えているのか。 

○市民課長（大川雄司君）今回取りまとめている第３次のプランとしては、社会や国の動向、国

際社会の動向から、暴力がなく安心して暮らせること、多様性を重視した公正さ、女性の職業

生活における活躍、この３点を盛り込んだものとしている。男女共同参画という表現ではある

が、男女二極ではなく、多様性という表現を用いて、皆さんが性別、年齢を問わず、安心して

暮らせる社会を目指すというものである。 

○６番（浅田良弘君）伊東市では、第２次ハーモニープランが平成２３年から令和２年までの計

画である。国の上位法の中で第４次までの計画になっているが、今、女性に対する蔑視ではな

いが、いろいろな報道があり、職場でも女性管理職の３０％以上を目標とするとか、そういう

いろいろな問題があると思うが、実際に本市では女性がどのくらいの職員数か。何人ではなく

て割合でいい。何％ぐらいかを教えていただければと思う。 

○秘書課長（佐藤文彦君）本市の女性の職員数は、予算案説明書（その３）の２６、２７ページ

の一番右のところに女性職員数がある。企画部から外局、農業委員会事務局まで１６１人、次

のページに行き、小学校、中学校、幼稚園、保育園とあり、一番右で１１７人となっている。

合計２７８人である。 

○６番（浅田良弘君）ハーモニープランが男女に優しく、平等というものが見えるような施策に

していただければと思っている。  

○５番（重岡秀子君）３４ページ、研修経費のおもてなしコンシェルジュ事業で、つけ加えて聞

きたいが、市民課窓口を委託するときに、たしかコンシェルジュをつける予定があって、これ

だけ独立して残したのかと思った。研修というと、職員全体でという感じがするが、イメージ

としては、ロビーに総合案内があるが、大体どこに配置して、コンシェルジュは１名なのか２

名なのか。こういう要求があって、こういう人がいたら、市民にとってすごく便利ではないか

ということ、必要感みたいなものを聞かせていただきたい。 

○秘書課長（佐藤文彦君）おもてなしコンシェルジュ事業は、以前から、職員の提案があったも

のを事業化したものである。先ほど申し上げているとおり、職員の研修の一環ではあるが、市

民サービスの向上という形で、実際には総合案内が市民ロビーの真ん中辺にあるので、多く来

庁者が見込まれる駐車場のある東側の辺で立っていただき、困っているような方がいたら、総
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合案内やエレベーターのほうへ案内するような事業を考えている。  

○５番（重岡秀子君）分かった。総合案内は委託らしいが、正職員が交代でやるとかちゃんと雇

用してやるとかはどうなのか。 

○秘書課長（佐藤文彦君）おもてなしコンシェルジュ事業はあくまでも研修という形で考えてい

る。職員のおもてなし力の向上で、そのプラスで市民サービスの向上という形で、４月から事

前の研修を受けていただくような形で、実際には５月の連休明けの頃から配置をする。基本的

には毎日配置するのではなくて、来庁者が多く見込まれる月曜日の午前中とか金曜日の午前中

という形で、その限られた時間ではあるが、実際に現場で研修していただき、おもてなしの心

を学んでいただく形である。それを終わった後には、振り返りのミーティングという形で、振

り返って次年度につなげていく。あくまでも研修事業という形でご理解いただきたい。 

○５番（重岡秀子君）固定した人をそこに配置するのではなく、研修して、その中からいろいろ

な職員が体験するようなイメージでいいのか。市民は何課が何階にあってとか、どこへ行った

らこのことが解決できるのか分からないことも多いので、ある意味では重要かと思うが、市民

にも有益で、職員にも有益でということで、例えば職員はどれぐらいの人たちを対象にすると

か、その辺の意図を伺いたい。 

○秘書課長（佐藤文彦君）新規採用職員と先ほど説明した意識向上委員会のメンバーで、公募で

３０人ぐらいを予定している。１年間は人が固定となるが、次年度も続けていくので、実際に

研修を受けた方が職場に戻れば、周りの方にも広めていただけるし、次の年度には違うメンバ

ーで学んで、市民サービスの向上に努めていただくという形で、毎年毎年やることによって、

先ほども言っていた全職員がおもてなしの心を持てるような形で取り組んでいきたいと思って

いる。 

○５番（重岡秀子君）分かった。 

 その３の４３ページ、移住定住促進事業で、国の地方創生推進交付金を活用した移住就業支

援事業補助金を交付するということで、チラシもできているが、この間のいろいろな質疑の中

で、決まった人が少なくて、最初６００万円の予算を補正で４００万円減額したことがあった

と思う。これは専門性を有する福祉的な資格を持った人材に限っているので、なかなか難しい

のではないかと思うが……。 

 失礼した。現地ナビゲート事業を引き続き実施することになっているので、国の地方創生推

進交付金を活用した移住就業支援事業補助金を交付する流れ、どこで受けて、どういうふうに

やっていくのか、移住定住促進事業全体を教えていただきたい。  

○企画課長（小川真弘君）移住就業支援事業補助金の流れであるが、これは国のほうで一体的な

枠組みの中で進められているものである。その中で県が取りまとめという形になり、県のマッ
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チングサイトに登録してある中小企業等に東京２３区のほうから就職した場合、該当するケー

スが多い。こういったところの中で、一世帯複数人の場合は１００万円、単身世帯の場合には

６０万円が県から市のほうに来て、それを交付するような流れになっている。 

繰り返しになるが、マッチングサイトに登録してある中小企業の件数が２月末現在、１６件

と少ない。東京から移住してくる方にとって、この仕事がいいというものとマッチしづらいと

いうなかなか難しい面があり、伊東市では今のところ該当がないという残念な結果になってい

る。この辺については、本会議でもお答えしたとおり、関係する商工会議所、企業等と連携を

図り、なるべく多くの企業にこういったところに登録していただくことが、数字を伸ばしてい

くことについては大事なことだろうと思っているので、その辺は検討しながら進めていきたい。  

○５番（重岡秀子君）分かった。先ほどの福祉の、介護士とかのものは別の予算であった。これ

も、私が見たのは三和建設とか幾つか市内の決められた業者に就職した人に出すわけである。

両方とも少しそれなりの枠とかハードルがあるので、なかなかこれを進めるのが―今説明あ

ったように県が窓口になっている。やはりもう少し移住のことについては枠を広げるというか、

もっと気楽に移住促進ができるようなことを今後考えてほしい。  

ちなみに、ここのところ静岡県が、ふるさと回帰支援センターの窓口へ相談に来た件数でト

ップになった。私は長野県かなと思っていたが、これはオンラインでも相談したので実際に東

京の有楽町に来て相談した人だけではないようであるが、非常に興味深いのは、静岡県がなぜ

トップになったかというと、年齢を問わず、２０代から６０代ぐらいのどこの年代にも静岡県

は人気があるということと、７０代だけ神奈川県がトップだったようであるが、その中には非

常に伊豆半島への希望もあるのではないかと思って調べてみたいと思っている。  

ちなみに、三島は独自の補助金を出していて、県外から来て、例えばリフォームして一戸建

てを持ったり、建てられれば一番いいが、県外から家族で来て三島に住宅を持つと１００万円

とか、ほかの補助金を受けていると５０万円とか、県内でも、要件はあるようであるが、ほか

の町から来るということで、三島では令和２年に２，８００万円の予算があったが、このコロ

ナ禍なのに、全部その予算がはけてしまった。１２月まででいっぱいになってしまったという

ことである。難しい資格を持っている方だとか、どこに就職したかという条件をつけなければ、

相当の動きがあるのではないかと思う。  

熱海のほうはサテライトオフィス等の補助金が非常に進んでいるが、前の４１ページのサテ

ライトオフィス等推進事業についても関連するので続けてお聞きしたい。これは、サテライト

オフィスを進める事業者と提携してというような説明が最初の予算公表の資料にあったが、ノ

ウハウを持っている事業者と協働し誘致を促進する。それで、サテライトオフィスを設置する

事業者に対し補助金を交付する事業ということであるが、今、ノウハウを持っている事業者と



 - 22 - 

の協働というのは何か具体的に進んでいるのかどうか。 

また、今までもサテライトオフィスの事業は、新規事業になったのはいろいろ条件が違った

と思うが、現状と、今の協働の面でどうなのかということを伺いたい。 

○企画課長（小川真弘君）まず、サテライトオフィス誘致事業の相手先というか、どういうノウ

ハウを持った事業者があるかという質疑かと思う。まず、そういった事業者はこちらでもつか

んでいるが、まだ今の段階では予算等々ないので、もし予算を認めていただいた際には、今後

そういう協議に入っていくというか、いろいろな会社に提案をいただいて、例えばプロポーザ

ル形式であるとか、そういった形で相手先の会社を決め、誘致戦略を決めていきたい。これま

では、サテライトオフィスの設置の補助金は用意してあったが、誘致戦略というものはなかっ

たので、今後はそういった誘致戦略を立てながら、さらに攻めの姿勢で誘致を進めていけるよ

うなことを考えている。 

○５番（重岡秀子君）５３０万７，０００円は補助金だと思うが、この内訳はどのぐらいの見込

みを立てているのか。予算公表の資料のほうに５３０万と書いてあったが。 

○企画課長（小川真弘君）これは、サテライトオフィスの誘致戦略が２７５万円で、サテライト

オフィスの―コワーキングは別になっていたかと思う。予算公表資料では、この７８３万９，

０００円が５３０万幾らと２５０万円に分けて書いてあったかと思うが、こちらの７８３万９，

０００円については、サテライトオフィスの誘致が２７５万円、コワーキングスペースの整備

が２５０万円、サテライトオフィスの推進等補助金が２５５万７，０００円という内訳になっ

ている。 

○５番（重岡秀子君）分かった。そうすると、コワーキングスペースのほうは２５０万円で、こ

れは４分の１と説明があった気がするが、これは当面１件分という説明であったが、その辺も

う少し説明願う。 

○企画課長（小川真弘君）今の数字の内訳は、細かいところであるが、企業誘致の負担金である。

負担金とか研修旅費等の細かいお金が含まれて７８３万９，０００円となる。  

 コワーキングのほうは、補助対象経費の２分の１を乗じて出た額で２５０万円を限度という

ことで、１件分を今想定している。 

○５番（重岡秀子君）コワーキングスペースとかサテライトオフィスは、近隣の町でも、もう既

に昨年伊豆市でも結構、新しいのを建てて提供していたし、熱海は今年４，０００万円、令和

２年１１月６日で４，０００万円の予算をつくったが、それが１，０００万円未満で、最大１，

０００万円であるが、これも全部申し込みが完了しているということで、相当この辺は緊急に

やらなければいけないのではないかと思う。 

 ２月１３日の朝日新聞には、三島市が３つの企業とサテライトオフィスとかを誘致するプロ
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ジェクトチームみたいな、今部長が言ったノウハウを持っている事業者、その中には空き家を

活用する会社もあったり、そういうことが官民で進められているということで、もう少しこれ

はスピードを上げてやるべきではないかと思う。  

 少し気になるのは、移住のほうもナビゲートするのはＲ－ｓｈｉｐに主にやっていただいた

りしている。この間、私も一般質問でも話したが、空き家対策とか込みで、もう少しきちんと

移住に対しては担当者をしっかり置いて、それに専念できるような体制をつくらないと進めら

れないのではないかと思うが、その辺はいかがか。 

○企画課長（小川真弘君）まず、移住専門の職員が必要ではないかということについては、今問

合せも多いし、企画課でも移住政策を―議員の方々からも移住政策、企業誘致は重要であろ

うという提言もいただいているので、これについてはどのような体制ができるのか、できれば

専任の職員がいればいいが、それは課内でしっかり調整しながら進める必要があるものと考え

ている。 

 空き家の関係も企画課等で対応することであるが、空き家については総数が２万近くあると

捉えているが、移住定住や企業誘致に活用できる部分がどの程度あるのか、その辺の把握は非

常に難しいと思っている。伊東市の空家等対策計画等々の中で、建築住宅課を窓口として一元

化し、関係各課で役割分担をしていきながら対応を進めているところである。当面、空き家の

部分だけに関しては、まずは今の形で対応を進めさせていただく中で、空き家だけではなくて、

移住はやはり子育て支援であるとか、学校の関係とか交通の関係とかいろいろな広い面がある

ので、そこは企画課が中心になって取りまとめをしながら、町全体の底上げを図っていく、そ

のようなやり方をしていく方向で今のところは考えている。 

○５番（重岡秀子君）分かった。移住したいと思っている他県の方などが、例えば市に直接相談

の電話をかけることもあると思うが、そういうのはどの課で受けるのか。それと、Ｒ－ｓｈｉ

ｐの関係で、その辺聞きたい。今回、私の知り合いで、その人も移住者で１０年ちょっと伊東

市に住んだのだが、息子さんが長野にいるということで今度そちらに移住される。息子さんの

いる町ではないところに、近くに住むということで役所に電話したら、市役所の方が非常に対

応がよくて、１泊５，０００円で４泊ぐらい、お金を出すので実際にご覧になってくださいと

いって、案内も市がしてくれたということである。その対応だけで行きたくなったという方が

いたが、伊東市はそういう直接電話をかけてきたときに、どういう対応をしているのか。 

○企画課長（小川真弘君）今、委員が言われたようなお試し移住のような部分は、特にまだ整備

はされていないので、そういったところまでのご案内は今のところしていない状況である。繰

り返しになるが、今後、移住の体験ツアーや、Ｒ－ｓｈｉｐさんにお願いしているナビゲート

ツアーについても、Ｒ－ｓｈｉｐから、また、先輩移住者のご案内とか、なるべくニーズに沿
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ったご案内ができるような形で、移住を希望している方が生活のイメージができるようなこと

も考えていきたいと思う。 

 こちらに問合せがあった場合は、いろいろニーズを把握しながら、まずはそういったナビゲ

ートとか、補助金の話であるとか、そういった話でこちらのほうも丁寧に対応させていただい

ているつもりである。 

○５番（重岡秀子君）このことでは、最近非常に官民協働ということで、民のほうが、特に伊豆

高原などで移住定住の協力をしようということで、例えば釣りをしたいとか、花を育てたいと

か、ダイビングをやりたいとか、そういう移住者の希望にも地元の移住体験者が相談に乗ろう

とか、そういう会ができて、例えばＲ－ｓｈｉｐがやっているようなことも自分たちが協力し

てやろうというようなプロジェクトチームが立ち上がっているが、そのことについてはご存じ

か。 

○企画課長（小川真弘君）今委員言われたように、プロジェクトチームを含め、市民の皆様の中

には市政への関心が高くて熱心で協力的な方がいらっしゃることは知っている。特に、移住定

住の関係とか企業誘致の関係について、いろいろなアイデアや提案、また団体自らが組織を立

ち上げて協議したり運動したりしているということは、私ども担当としてもよく認識している

ところである。そのような市民の方々の知恵や力を借りながら、ともに移住定住を進めていく

ことが大切だと思っている。 

 また、行政は行政の担うべき役割があるので、こちらをしっかり果たしつつ、一方で市民の

皆様、そういった団体の方が得意としている分野、例えば今言われたような移住を考えている

方に対して、移住者としての経験を語ったり、生活様式の体験の場の提供であるとか、そうい

ったことは市民の方々にしかできない、行政ではなかなか提供することができない、そういっ

た部分であるので、そのような方々のお力を借りて連携していきながら、移住定住政策を進め

ていく、このようなことが大切であると考えている。  

○５番（重岡秀子君）分かった。担当者が時々Ｚｏｏｍ会議に出てくれたり参加してくれている

みたいで、今のお話で完全なそれだけをやっているのではなくて兼務の方ではないかと思うが、

ただ、民だけでそれが動くと、それこそ公平とか平等とか、そういうところにも引っかかって

しまうようなことも起きてくるのかと思うので、ぜひ次年度はそういう民の力も借りながら進

めていただきたいと思う。 

○６番（浅田良弘君）その１の６６ページ、コミュニティエフエム放送局設備整備工事、１億２，

０００万円と大変大きな事業であるが、これに関して設備整備工事の概要が分からないので、

その辺について教えてほしい。 

○秘書課長（佐藤文彦君）コミュニティエフエムの放送局の設備整備事業である。こちらは災害
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時における情報伝達の強化を図るという観点から、コミュニティエフエムの放送に必要な設備

の整備を図るものである。具体的には、現在ふれあいセンターのところにエフエムのスタジオ

があり、本体の機能はそちらにあるが、そちらを市役所の災害対策室に移設して、また、今大

室山にあるアンテナを小室山に移設する。なおかつ、南部地区をカバーするために、八幡野の

コミュニティセンターのところに中継局を設置する事業で、放送については実際放送機能の本

体、頭脳部分は市役所の地下に来るが、実際の放送はふれあいセンターのところで放送すると

いうことを考えている。 

○６番（浅田良弘君）概要は分かった。災害はいつ、どこで、どのようなものが起こるか分から

ない。工事の整備期間はどれぐらい、いつごろからどのぐらいの日数がかかるのか。 

○秘書課長（佐藤文彦君）来年度いっぱいの事業を予定しており、来年度いっぱいに終わる予定

であるが、大体工事の開始は夏頃からになるかと考えている。総務省の補助金を活用して行う

事業であるので、そちらの補助金の関係もあるが、想定としては夏以降から年度いっぱいでの

工期を予定している。 

○６番（浅田良弘君）ぜひ早めの完成を願っている。  

 続いて、その３の４１ページ、先ほど重岡委員も説明を受けていたが、企業向けのＰＲ冊子

とか、効果的な情報発信ということで、議場でも似たような質疑を私もしたが、情報発信につ

いては国、県、民間と本市でも情報発信をしているが、内容が移住というよりは、どちらかと

いうと観光案内のような内容になっている気がしないでもない。他市の移住政策の動画を見る

と、移住者の声、こういう町に移住してきて、この町の人々が優しいとか、どういう食材があ

るとか、とても子育てしやすい町、そういう感じの動画を作成していくべきではないかと思う

が、まずその点についてはいかがか。  

○企画課長（小川真弘君）今、令和２年度の現年度予算で、もう年度末になってしまうが、ホー

ムページを立ち上げている最中である。当然、観光のホームページとは一線を画するような内

容で、やはり先輩移住者の声であるとか、仕事に関する情報であるとか、物件、子育て、レジ

ャーは観光にもあるが、そういったものに加えて、スーパーとか商店とか、そういった生活に

密着したような、伊東市での生活がイメージできるような情報を載せることを考えている。た

だ、動画をつくるところまではまだ検討の俎上に乗っていない、検討中である。  

○６番（浅田良弘君）ぜひ、移住希望者にとってインパクトのあるような周知が必要であろうと

思う。 

 それと、コワーキングスペースの整備ということで、これは先ほどの重岡委員のお話の中で、

移住者を対象とするような話だったかと思うが、これは実際に市民も使えるのか。 

○企画課長（小川真弘君）コワーキングスペースは、基本的に共同の作業場というか、一つのオ
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フィスを複数の企業や個人で共有する、そのようなオフィスのことを指すので、当然市民の方

も使うことができる、そういったものを想定している。  

○６番（浅田良弘君）分かった。 

 次に、その３の４２ページ、伊東駅前東側広場の東京オリンピック・パラリンピック関係の

事業で、議場の説明では外周柵の話をされた。実際に外周柵は今あるのではないかと思うが、

新たにまた外周柵を造るということか。 

○建設部長（石井裕介君）外周柵については、ＪＲ伊東駅寄りから階段を設置したところ、そこ

のところはお客さんの動線部分になっているが、今、そこが通行できないように、建設用の仮

設の単管で塞いでいる状況になっているので、そこの入り口のところは開催後に閉めるような

格好での外周柵の改修を予定している。  

○委員長（四宮和彦君）暫時休憩する。 

                午後 ０時 ３分休憩 

                ─────────── 

                午後 ０時 ３分再開 

○委員長（四宮和彦君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

昼食のため午後１時まで休憩する。 

                午後 ０時 ３分休憩 

                ─────────── 

                午後 ０時５９分再開 

○委員長（四宮和彦君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

○６番（浅田良弘君）その３の４３ページ、ふるさと伊東応援寄附金の返礼品である。説明の内

容を忘れてしまったのだが、コロナ関係で返礼品の宿泊や観光施設の利用がかなり落ち込んで

いるということで、コロナ禍がまだ続いているような状態であるが、４月以降、新しい返礼品

のアイデアはいかがか。 

○企画課長（小川真弘君）ふるさと伊東応援寄附金の返礼品は、やはり市内のものということで

かなり制約がある。そのような中で私たちとしてやれることは、商工会議所等と連携して、い

ろいろなところの会社から返礼品を開拓してもらうという形になる。あと、委員がおっしゃる

ように体験とか、旅行とか、１件で単価の高いものがあるが、そういうところに依存している

ところもあるので、この先、なるべく特産品で単価の高いものであるとか、そういった魅力的

なものは何かできないのかという観点でも返礼品の開拓を進めてまいりたいと考えている。  

○６番（浅田良弘君）コロナ禍で新しい生活ということで切り替わってきた中で、先ほどから言

うニーズとか、多様性とか、そこら辺にマッチングするようなものをぜひ考えてほしい。 
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 続いて、その３の４４ページは自治体クラウドである。本市は９月から自治体クラウドを導

入するということで、これは記憶が薄れているが、クラウドは何市と共有するのか。  

○情報政策課長（稲葉信洋君）今回導入する自治体クラウドについては２市１町で、伊東市、熱

海市、函南町である。 

○６番（浅田良弘君）将来的には伊豆半島全体ぐらいの計画はあるのか。 

○情報政策課長（稲葉信洋君）現時点ではそこまでの話はないが、次の更新のタイミングで、一

緒にやりたいというところがあればかかわっていきたいと思っている。 

○３番（大川勝弘君）今、浅田議員が質疑した（その３）の４３ページのふるさと伊東応援寄附

金事業になるが、議場の中でも、コロナ禍で宿泊施設とか観光施設の利用が減少していて、特

産物を中心に伸びているという答弁をいただいたが、今、全国的にはふるなびとか、さとふる

とか、似たような名前の委託先が幾つかあって、委託先としては、伊東市はどこと契約してい

るのか。また、契約年数とか、今年、特産物が伸びているということで、特産物のメニューに

関しては、数を増やす予定がどのぐらいあるのか、去年と比べてどうなのか。その辺、ちょっ

と詳しく聞けたらありがたい。 

○企画課長（小川真弘君）まず、委託会社についてはさとふると楽天ということで、楽天につい

ては商工会議所なんかもやっているところである。また、年数については、１年ごとに更新し

ているような状況である。返礼品の数であるが、２月末の段階で４４１種類ということで、昨

年度、令和元年度末が３４２であるので、返礼品の数は１００件ほど増やしてはいるという状

況になっている。今後はどこまで増やすかということで、特に幾つを目標にしているというこ

とはないが、先ほど浅田委員への答弁のとおり、特産品で単価の高いものがやはりコロナ禍の

中では有望というか、特別感のあるものが強いのかなという実感を持っているので、このよう

な視点からいろいろな業者に当たる中でいろいろな特産品を返礼品として検討してまいりたい。  

○３番（大川勝弘君）さとふるは１年ごとの契約。特産物が増えているのもよく理解できた。  

 あと１点だけ、楽天との契約に関してであるが、ある意味、宿泊利用券で、例えば楽天とか

リクルートという会社がじゃらん、楽天トラベルで宿泊がメインになっているというのも十分

理解できる反面、旅行会社の扱いではなくて、あくまで楽天とかリクルートは、広告会社とい

う立ち位置を崩さないところとの契約になっていると思う。あえてＪＴＢとか日本旅行などの

大手の旅行会社を使わないで広告会社を選んだ理由というのは何かあるのか、お聞かせ願いた

い。 

○企画課長（小川真弘君）業者を選ぶに当たってはプロポーザル方式を取っている。この場では

詳細なところまで申し上げられないが、全体的なセールスの関係で、やはり楽天とか、こうい

ったところがふるさと納税を募集するに当たっては一番効果が上がるだろうと、そのような観
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点から選択していると考えている。 

○５番（重岡秀子君）（その３）の４３ページの文化ホール調査研究事業についてお聞きしたい。

図書館はほぼ実施設計となって進むということで、文化ホールが残されたという感じである。

場所もまだはっきりしない中で、これからコンサルタントにお願いするのかなと思うが、１年

間、どのような事業になっているのかということでお聞きしたい。 

○政策推進担当課長（池谷伸弘君）大綱質疑でもお答えさせていただいたが、今回、建設候補地

については、伊東駅前と統廃合後の西小学校跡地の２か所を検討会からは報告を受けている。

このことを踏まえて、今後の建設候補地の選定については、客観的な評価に基づいた条件整備、

それを踏まえて南部のほうからも要請を受けているので、条件整備と、民間事業者が建設工事

で自主的な収益事業の可否を判断する上で、対象地域の周辺の人口密度や任意の徒歩圏での購

買動向などの傾向を把握するために、利用者の属性をおおむね特定するような収益事業が可能

かという具体的な調査を実施していく感じになっている。 

○５番（重岡秀子君）そうすると、検討委員会のほうでは西小学校の跡地と、それから駅前とい

う答申が出されたわけであるが、例えば駅周辺の整備事業もあるので、こちらの絡みも実は出

てくるのではないかと思うし、西小についても、本当に西小でいいのか、その辺、建設された

プールの問題とか、いろいろある。その後、市長のほうが南部の人たちのいろいろな要望を聞

いて、伊豆高原の駅周辺の開発とともに、東急なんかと相談して、そこも候補地としていいの

ではないかということで、市長も東急と話をしているという答弁もしている中で、候補地その

ものもいろいろ複雑になってきているのではないかと思う。今のご答弁で、そういうことも含

めて、いろいろな条件の中でどこが適当かをいろいろな角度から調べていくという理解でいい

か。 

○政策推進担当課長（池谷伸弘君）先ほども言われたとおり、民間事業者の意向もあるし、そこ

ら辺は今後研究をしていくが、アンケート調査等も実施していくので、具体的な事業者の部分

から何社とか、そういう意識調査も含めて実施していく。 

○５番（重岡秀子君）分かった。文化ホールのことを企画で所管して、まち全体で考えていくと

いう位置づけで、予算もここにどうして入ったのかと思うが、その辺はいかがか。  

○企画部長（杉本 仁君）文化ホールの件については、前からも様々なご意見をいただいている。

まちづくりのためにも、どこにどの規模でつくるのかも非常に大事であるので、教育委員会の

ほうで図書館・文化ホールの検討会の事務局をやっていたが、文化ホールについては伊東市全

体で考えていく。そういう、市民の皆様とともに考えていくという気持ちでいるので、企画部

のほうで担当を持って、今後、調査研究を進めてまいりたいと考えている。  

○５番（重岡秀子君）私はコンサルとか、そういうことがよく分からないが、これから今話した
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ような、そういうことでいろいろ案をつくってもらいたいということで募集をかけてコンサル

を選んで、そこのコンサルと市の担当が話したりしてやっていくのか。こちらからいろいろな

条件を出さないとできないことではないかと思うが、いかがか。  

○企画部長（杉本 仁君）先ほど政策推進担当課長が答弁申し上げたが、コンサルについては、

そういう考えもあるということで、ひとつご理解いただきたいと思う。本会議場でも説明させ

ていただいたが、ＰＦＩの導入、民間活力の導入がどのようにできるのかを第一に考えてまい

りたいし、最初に調査して研究していく。それから、必要であればコンサルも入れて、私ども

行政にできないこともあるので、そこはしっかりと業者にお願いする。そういうこともあると

いうことでご理解をお願いしたいと思う。 

○５番（重岡秀子君）そうすると、ＰＦＩは駅前にしろ、西小にしろ、伊豆高原にしろ、どのよ

うな有効な面があるのかということで、場所はあんまり関係なくということでいいか。  

○企画部長（杉本 仁君）これについても本会議、また先ほども政策推進担当課長が答弁してい

るが、委員ご指摘のとおりである。 

○６番（浅田良弘君）（その３）の５３ページ、個人番号カード発行等事業。令和２年度で減額

予算になるが、交付率はどのぐらいか。 

○市民課長（大川雄司君）マイナンバーカードの交付率であるが、令和３年１月末現在で１万３，

８７０枚、率にすると２０．２５％である。令和２年３月末現在、今年度最初のときは９，５

７５枚であったので、１０か月で４，２９５枚、交付率６．５％上昇している。 

○６番（浅田良弘君）新聞に載っていたが、全国的にも大体２０％から３０％台だということで

あるが、そこら辺、国でもいろいろな方策を取りながらやっている。伊東市ではマイナポイン

トはつくのか。 

○市民課長（大川雄司君）マイナポイントは国全体でやっている事業であり、今月、令和３年の

３月末までに申請していただいた方を対象につけさせていただく。期間としては６か月延び、

今年の９月末までが付与期間となっている。  

○６番（浅田良弘君）分かった。マイナンバーカードの交付率で、いろいろなご意見があるかと

思うが、やはり国が進めることであるので、そこら辺の周知をぜひ図っていただきたい。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はあるか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 次に、第３款民生費第１項社会福祉費第６目国民年金事務費及び第７目国民健康保険費につ

いて質疑を行う。事項別明細書は１２１ページからになる。発言を許す。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 次に、第４款衛生費第１項保健衛生費第６目後期高齢者医療費及び第８目環境衛生費第２項

清掃費のうち、第５目地域汚水処理費を除く部分並びに第３項環境保全費について質疑を行う。

事項別明細書は１５９ページからになる。発言を許す。 

○５番（重岡秀子君）その３の１３０ページ、環境保全費の中の地球温暖化対策推進事業で、こ

れは小学生を対象にしたような事業もあるが、少し説明していただきたい。 

○環境課長（小澤 剛君）本事業については、今、議員がおっしゃったとおり、アース・キッズ

事業として、市内の小学校４、５年生を対象に家庭でできる環境学習をしていただく。予定と

しては、西小学校、八幡野小学校、池小学校で合計１１７名の児童の方に学習していただく形

になる。それ以外としては、環境月間にノベルティー配布をしながら、市民のほうに地球温暖

化対策等の啓発をしていく事業になっている。 

○５番（重岡秀子君）簡単でいいので、これは学校の教室でやるのか。外へ出るのではなくて、

学校でやる事業ということでいいのか。 

○環境課長（小澤 剛君）実際に講師が来て学校で説明をするというような事業になっている。

ただ、実践は各ご家庭に入っていただいて、子供たちが自分の家庭でどのようなエネルギーを

使っているのか、どうやったら節減できるのかということを体験しながら学習していただく。

その成果を出していただくという形になっている。 

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 次に、第９款消防費について質疑を行う。事項別明細書は２４９ページからになる。発言を

許す。 

○６番（浅田良弘君）（その３）の１９３ページ、今回、新規事業で津波避難標示看板が９８万

３，０００円で、なぎさ公園、藤の広場等３か所に設置するということである。その誘導の表

示は、例えば山のほうに避難するとか、津波避難協力ビルに避難するとか、どういう内容か。 

○危機対策課長兼危機管理監代理（吉﨑恭之君）来年度設置する津波避難標示看板は、藤の広場、

なぎさ公園、オレンジビーチの３か所を予定しており、オレンジビーチは、まだ決定ではない

が、なぎさ公園に設置するものから距離を取るため、伊東駅に近い海岸線に設置しようと今考

えている。畳１畳分ぐらいのものを２本足で立て、地図面に津波浸水区域を色をつけて表示し、

現在地を表す。そして、その現在地からどちらの方向に逃げると効率的に津波浸水区域から逃

げられるかを表示したい。また、津波避難協力ビルの位置も示していきたい。  

○６番（浅田良弘君）その看板は多言語対応か。  
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○危機対策課長兼危機管理監代理（吉﨑恭之君）どこまで多言語化できるかはこれから研究して

いくが、代表的なところというか、英語をはじめとして、多言語で表示できればと考えている。  

○６番（浅田良弘君）そういう津波避難の看板に適しているかは分からないが、外国の人や子供

たちなど字が読めない人のため、ピクトグラムのようなものは掲載するのか。 

○危機対策課長兼危機管理監代理（吉﨑恭之君）ピクトグラムも使ってつくりたい。特に津波避

難協力ビルなどは、ピクトグラムで表すのが適していると思うので、そういう形で表示してい

きたい。 

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 次に、第１２款公債費について質疑を行う。事項別明細書は２９７ページ及び２９８ページ

になる。発言を許す。 

○５番（重岡秀子君）基本的なことがあまりよく分かっていなくて申し訳ないが、公債費の元金

について、議場での説明は、市役所庁舎のときの償還がほとんど終わったので、これは臨時財

政対策債の返還だというような説明があったかと思うが、それでいいのか。 

 また、臨時財政対策債というのも、ちょっと据え置いて、それから何年間かで返していくよ

うな仕組みになるのではないかと思うが、それが公債費の中に出されるという認識でいいか。 

○財政課長（木村光男君）公債費の元金の増減に関して本会議場で答弁があったと思われるが、

その際の説明としては、令和２年度をもって平成７年に借り入れた庁舎建設事業債の元金償還

が終わる。これで一部元金は減るが、新たに平成２９年度に借り入れた臨時財政対策債の元金

の償還が始まるのと、答弁で内容があったか覚えていないが、つい最近実施した義務教育学校

での空調設備設置の起債が、まだ２年しかたっていないが元金償還が始まる。そういったこと

から、トータルで見て当初予算の元金が２，４００万円ほど前年度に比べて増となる。 

 もう一つ、臨時財政対策債は、基本的には全て公的資金、財政融資資金と地方公共団体金融

機構からの借入れで、償還年数は２０年、うち３年ほど据置きになる。したがって、先ほど申

したとおり、平成２９年に借り入れたものの元金が令和３年から始まる。 

○５番（重岡秀子君）そうすると、臨時財政対策債を今年も借りることになっているが、それも

そういう仕組みになっていくと思う。例えば今年の予算で２３億円だが、これに対して地方交

付税が措置されるのか。その辺の地方交付税との関係はどうなのか。 

○財政課長（木村光男君）今、細かいメニューまでは頭に入っていないので答えられないが、基

本的に臨時財政対策債の元利償還金は、実額ではないのだが、理論償還ということで、実際に

借り入れた年度から償還年数に対してある程度平均利率をもって、毎年この程度の償還がある
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だろうということで、交付税が算入されている。それ以外の起債に関しては、メニューに応じ

て交付税の対象になるものとならないものがある。例えば一番分かりやすいものでいうと、災

害対策に関わって借り入れた起債に関しては、基本的には交付税の算入がある。ほかにも一部

あるが、あとはメニューによって算入率が、例えば３０％だったり、２０％だったり、５０％

だったり、７５％だったりとあるので、細かい点についての答弁は差し控えさせていただく。 

○５番（重岡秀子君）承知した。もう一つ、よく分からないのは、公債費に入る範囲というか、

これ以外に教育債とか、いろいろほかのものがあるが、公債費で支払われるものと別のものと、

何か区別があるのか。 

○財政課長（木村光男君）起債の償還に関しては全て公債費で支払っている。ほかの事業費にお

いて借金を返しているというものは、基本的にはない。 

○５番（重岡秀子君）ここで全部まとまるということか。  

○財政課長（木村光男君）そうである。 

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はあるか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 次に、第１３款諸支出金について質疑を行う。事項別明細書は２９９ページ及び３００ペー

ジになる。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 次に、第１４款予備費について質疑を行う。事項別明細書は３０１ページ及び３０２ページ

になる。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 以上で歳出の質疑を終了し、次に歳入の質疑に入る。 

 まず、第１款市税について質疑を行う。事項別明細書は７ページからになる。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 次に、第２款地方譲与税から第２３款市債までについて一括質疑を行う。事項別明細書は９

ページからになる。発言を許す。  

○５番（重岡秀子君）１３ページの地方特例交付金の件で、私は大綱のほうで、固定資産税の補

塡ということで、新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金のことを聞いた。

少し分からなかったのは、議場でも話したように、２月１日で固定資産税に対する減税や免除
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の申請が終わった。たった１か月間しか申請期間がなくて、税理士が入っていない小さなお店

などでは難しかった、店舗と住居が一緒になっているような固定資産税はその案分もしなくて

はいけないため、結構申請が難しかったと聞いた。そこで、申請できなかった零細業者の固定

資産税について、今後どういう対策が取られるのか聞きたい。何か国のほうから来ているか。  

○委員長（四宮和彦君）固定資産税の話を聞きたいようだが、もう市税の質疑は終わっている。 

○５番（重岡秀子君）地方特例交付金で補塡するので、それに絡めて聞きたい。 

○課税課長（萩原智世子君）固定資産税の話に戻ってしまう部分もあるが、確かに申請期間は短

かった。税理士が入っていない事業所に対しては、商工会議所、金融機関が審査機関になって

いただけたので、こちらに問合せがあるものについてはそちらを案内した。事業用家屋で居住

部分がある分については案分し、あくまでも事業用資産の家屋のみが対象である。確かに申請

を断念された方がいないとは言えないかもしれないが、問合せに対しては真摯に対応したとこ

ろである。こちらは、あくまでも国の政策に基づいて行うものなので、現時点で市単独で何か

を補うようなことは考えていないところである。  

○委員長（四宮和彦君）暫時休憩する。 

                午後 １時３０分休憩 

                ─────────── 

                午後 １時３０分再開 

○委員長（四宮和彦君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

○５番（重岡秀子君）特別交付金の算定が７億３，０００万円になっていたということで、ちょ

っと戻った話になってしまったが、そうすると、この７億３，０００万円というのは、議場で

も聞いたが、申請した金額ではないという認識でよいか。 

○財政課長（木村光男君）本会議場の答弁にもあったが、今回、新年度予算の際に、市税の計算

をするに当たって、その減免をある程度推定で金額を計算した。おおよそであるが、固定資産

税の事業用家屋の分が５億４，０００万円程度、その償却の分が７，０００万円で、都市計画

税の家屋の事業用資産の分が大体１億１，０００万円から１億２，０００万円で、トータルで

７億３，０００万円と算定したので、それを基に、一応制度としては国が全額補塡する形にな

っていることから、今回、この特例交付金のほうに同額を計上した。 

○委員長（四宮和彦君）暫時休憩する。 

                午後 １時３２分休憩 

                ─────────── 

                午後 １時３２分再開 

○委員長（四宮和彦君）休憩前に引き続き、会議を開く。 
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 ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 以上で歳入の質疑を終了し、次に債務負担行為以下、その他の予算の定めについて一括質疑

を行う。発言を許す。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。 

 これより討論に入る。発言を許す。  

○５番（重岡秀子君）私は、今議題になっている令和３年度の一般会計予算には反対する。 

 コロナ対策としては、旅館、ホテルなどへの補助金とか、様々な措置もされているし、いろ

いろな面で細やかな施策もたくさん見られるが、基本的に一番この予算が承認しかねるのは、

今年度、図書館とか様々な新しい支出が多い中で、やはり収入の面での取組が大変弱いのでは

ないかと思う。財政的な負担もかなりかかってくる中で、今、市民の暮らしを少しでも経済的

に向上させたり、このまちの歳入の面で補っていけるような事業は、先ほどの移住定住とか、

サテライトオフィスとか、そういう面で、ほかのまちが必死でやっているようなことである。

伊東は、実はそういう面ではいろいろ有利な資源に恵まれているが、やはりこの辺の取組が不

十分ではないか。せっかく今ビジネスチャンスというか、歳入を増やせるようなときに、そう

いうことへの取組が弱い。それを中心的に考えて反対したい。詳しくは討論する。 

○委員長（四宮和彦君）ほかに討論はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。 

 これより採決する。 

 市議第７１号中、本委員会所管部分は原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手多数である。よって、さよう決定した。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第１０、令和３年度における常任総務委員会所管事務調査の継続調

査についてを議題とする。 

 資料配付のため、暫時休憩する。  

                午後 １時３５分休憩 

                ─────────── 
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                午後 １時３６分再開 

○委員長（四宮和彦君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

 お諮りする。本委員会においては、１、行政運営及び財政運営に関すること、２、事務の近

代化、合理化及び能率化に関すること、３、海外各都市との友好親善に関すること、４、特定

の重要施策の企画立案など政策推進に関すること、５、戸籍住民記録の整備に関すること、６、

消費生活対策、交通安全及び防災対策に関すること、７、環境保全、清掃行政に関すること、

８、市営霊園に関すること、９、国民健康保険及び後期高齢者医療に関すること、以上９件の

所管事務について令和３年度中継続調査をすることとし、議長に申し入れたいと思う。 

 これに異議ないか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）異議なしと認める。よって、さよう決定した。  

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）以上をもって日程全部を終了した。  

 重岡委員は、市議第７１号について少数意見を留保するか。 

○５番（重岡秀子君）留保する。 

○委員長（四宮和彦君）委員会審査報告の案文については、正副委員長に一任願う。  

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）これにて常任総務委員会を閉会する。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○閉会日時 令和３年３月１１日（木）午後１時３７分（会議時間２時間３０分） 

──────────────────────────────────────────────────── 

以上の記録を認める。      

令和３年 ３月１１日     

委員長 四 宮 和 彦   

 


